
造
業
が
活
用
で
き
る
補
助

金
に
は
も
の
づ
く
り
補
助

金
や
新
事
業
進
出
補
助
金
、
中
小

企
業
省
力
化
投
資
補
助
金
、
中
小

企
業
成
長
加
速
化
補
助
金
、
大
規

模
成
長
投
資
補
助
金
等
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
目
的
や
補
助
対
象
、
補

助
上
限
等
が
異
な
る
。

　
補
助
金
は
原
則
、
す
べ
て
の
経

費
の
支
払
い
が
完
了
し
て
か
ら
実

績
報
告
を
行
い
、
そ
の
後
は
じ
め

て
補
助
金
が
入
金
さ
れ
る
。
取
引

先
は
、
補
助
金
を
受
給
す
る
前
に

機
械
購
入
代
金
な
ど
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
資
金
計
画
が
必

要
と
な
る
た
め
、
金
融
機
関
と
し

て
は
融
資
提
案
の
機
会
と
な
る
。

　
こ
こ
で
は
、
製
造
業
で
使
わ
れ

る
代
表
的
な
補
助
金
で
あ
る
も
の

づ
く
り
補
助
金
を
例
に
、
融
資
提

案
の
ポ
イ
ン
ト
や
留
意
点
に
つ
い

て
解
説
す
る
。

　
も
の
づ
く
り
補
助
金
は
、
製
造

業
の
あ
ら
ゆ
る
設
備
投
資
に
お
い

て
申
請
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
、

代
表
的
か
つ
人
気
の
補
助
金
で
あ

る
。
２
０
２
５
年
も
実
施
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
補
助
上
限
額
は
４

０
０
０
万
円
と
中
小
企
業
に
と
っ

て
大
き
な
補
助
に
な
る
。

　
最
初
に
も
の
づ
く
り
補
助
金
の

概
要
を
み
て
か
ら
、
２
０
２
５
年

の
主
な
変
更
点
を
紹
介
し
た
い
。

も
の
づ
く
り
補
助
金
は
18
次
公
募

に
お
い
て
、
図
表
１
の
基
本
要
件

を
満
た
す
３
年
〜
５
年
の
事
業
計

画
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
申

請
段
階
で
要
件
を
満
た
す
賃
金
引

上
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
交
付
後
に
未
策
定
が
発
覚
し

た
場
合
は
補
助
金
の
返
還
を
求
め

ら
れ
る
。

得
た
利
益
を
再
投
資
し
て

さ
ら
な
る
成
長
が
可
能
に

　
２
０
２
５
年
の
も
の
づ
く
り
補

助
金
で
は
、
図
表
２
の
よ
う
な
変

更
点
が
示
さ
れ
た
。
収
益
納
付
が

廃
止
さ
れ
る
こ
と
で
、
中
小
企
業

は
補
助
金
を
最
大
限
に
活
用
し
、

得
た
利
益
を
再
投
資
し
て
さ
ら
な

る
成
長
を
目
指
す
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
こ
こ
に
、
も
の
づ
く
り
補

助
金
に
絡
め
た
融
資
提
案
の
大
き

な
意
義
が
あ
る
。

　
２
０
２
５
年
の
支
援
枠
は
、
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
の
取
組
み
を

支
援
す
る
「
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
高

付
加
価
値
化
枠
」
と
海
外
需
要
開

拓
な
ど
の
取
組
み
を
支
援
す
る

「
グ
ロ
ー
バ
ル
枠
」
の
二
つ
が
設

定
さ
れ
る
。

　
例
え
ば
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
高
付

加
価
値
化
枠
で
は
、
最
新
加
工
機

の
導
入
に
よ
る
特
殊
加
工
が
可
能

と
な
り
、
い
ま
ま
で
よ
り
付
加
価

値
の
高
い
製
品
を
開
発
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
一
方
の
グ
ロ
ー
バ
ル

枠
で
は
、
海
外
市
場
展
開
の
た
め

に
最
新
機
械
導
入
に
よ
る
新
製
品

開
発
を
行
い
、
海
外
展
示
会
に
出

展
す
る
こ
と
な
ど
が
可
能
と
な

る
。
こ
の
よ
う
な
補
助
金
活
用
例

と
と
も
に
取
引
先
に
紹
介
す
る
こ

と
で
、
融
資
提
案
に
結
び
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
補
助
金
は
申
請
か
ら
入
金
ま
で

に
要
す
る
時
間
が
長
く
、
補
助
金

黒木正人 ファイナンススタイリスト／
行政書士事務所長

　製造業が活用できる補助金について、代表的なものづく
り補助金を例に、概要と融資提案のポイントをみていく。

補助金活用補助金活用をを
きっかけにしたきっかけにした
融資提案融資提案のの進め方進め方

ここがポイント！

製
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活
用
を
き
っ
か
け
に
し
た
融
資
提

案
に
お
い
て
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が

重
要
に
な
る
。

採
択
後
入
金
ま
で
に

お
よ
そ
１
年
を
要
す
る

　
も
の
づ
く
り
補
助
金
全
体
の
流

れ
は
図
表
３
の
と
お
り
だ
。
採
択

後
に
入
金
と
な
る
の
は
、
交
付
申

請
・
決
定
、
補
助
事
業
実
施
期

間
、
確
定
検
査
を
経
て
お
よ
そ
１

年
後
だ
。
採
択
さ
れ
れ
ば
大
き
な

金
額
を
受
け
取
れ
る
が
、
補
助
事

業
実
施
期
間
中
の
支
払
い
を
ま
ず

は
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
補
助

金
の
入
金
は
後
払
い
な
の
で
、
取

引
先
は
資
金
繰
り
計
画
を
立
て
る

必
要
が
あ
る
。

　
金
融
機
関
か
ら
み
れ
ば
、
取
引

先
の
資
金
繰
り
計
画
は
融
資
提
案

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
。
取
引
先

は
先
に
購
入
機
械
の
代
金
を
支
払

う
必
要
が
あ
る
の
で
、
も
の
づ
く

り
補
助
金
の
入
金
ま
で
資
金
を
用

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
補
助
率
が
２
分
の
１
の

図表１　�ものづくり補助金18次�
公募における基本要件

◦�事業計画期間において、事業者全体の付
加価値額を年平均成長率３％以上増加さ
せること

◦�事業計画期間において、給与支給総額を
年平均成長率1.5％以上増加させること

◦�事業計画期間において、事業場内最低賃
金（補助事業を実施する事業場内で最も
低い賃金）を、毎年、地域別最低賃金＋
30円以上の水準とすること

（出所）�ものづくり補助金公募要領（18次締切分）を基
に筆者作成

図表２　2025年のものづくり補助金の主な変更点

◦�最低賃金の引上げに取り組む事業者（地域別最低賃金＋50円以上の
従業員が全体の30％以上）に対し、補助率が２分の１から３分の２
に引き上げられる
◦�従業員数に応じた補助上限額が改定される
◦�従業員21名以上の場合、一般事業主行動計画の公表が必要
◦�収益納付（補助金を活用して得た成果が事業化され、収益が生じた場
合、補助金交付額を上限にその収益の一部または全部を国庫に返納す
る義務）は求めない
◦�一人当たりの給与支給総額は、事業実施都道府県における最低賃金の直
近５年間の年平均成長率以上または2.0％以上増加させる必要がある
◦�支援枠は製品・サービス高付加価値化枠とグローバル枠の二つを設定

（出所）ものづくり補助金補正予算資料を基に筆者作成
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の
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図表３　ものづくり補助金18回公募のスケジュール

（出所）ものづくり補助金公募要領（18次締切分）より一部抜粋

いま実践すいま実践するる！！
への融資提案融資提案ものづくり企業

特
集
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